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 今までの会合・・・第１回では、みなさんの関心事、取り組みたいことを議論しました。

第２回では、可能性を具現化しやすくするため、一色小学校をモデルとしてどんな取り組み

の可能性があるか議論し始めました。第３回、第４回では、みなさ

んの構想が固まり、具体化に向けて議論が始まり、会の設立に向け

て動き始めました。第５回会合では、３月中にグランドデザインを

まとめるための議論を始めることになっています。 
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●ỸỵὊἁỺὅἛὁὊἁἉἹἕἩểỊᾎ 
○ウィークエンドワークショップは、町民ワークショップの議論の中から生まれた気付きやアイデ

アを、町民による具体的な取り組みに結び付けるためのものです。 

○町民ワークショップでは、主にまちづくりのアイデアを中心にまとめていただきましたが、ウィ

ークエンドワークショップは、皆さんによる自主的かつ主体的な取り組みを、具体的なまちづくり

に結び付くような場を提供するものです。 

 

●ẮỮễẮểửẲẺẟểᎋảềẟộẴ 
○「町民によるサロンを開きたい」、「まちづくりの冊子を作成したい」、「イベントをした

い」、「町民の協力により子育て支援を行いたい」、「自分の経験や技術を地域社会に役立て

たい」、「ＮＰＯを設立したい」など、まちづくりを実現するためにどうしたら良いか、皆

さんの知恵や経験を活かし、事例や制度などの情報を持ち寄ることによって、お互いに励

ましあいながら具体的な行動に移せるような活動を行います。 

○参加された町民みなさんそれぞれの“思い”を大事にする場です。意見を押し付ける場

ではありません。活動への参加を強要するような場ではありません。 
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●これまで一色小学校施設の地域での利活用について、参加者からの話題提起に基づいて話し合ってきました。 

●第４回は今後の進め方について参加者の知恵を出し合いました。 

●ワークショップ参加者で「一色小の地域活用」について関心がある方を中心に、今後、地域の「協議会」などに提案し、共感を広げていこ

う、ということになりました。 

 

 

 

これからの町や地域の取組み 「一色小の地域活用」提案 

●「（仮称）一色小学校区地域再生協議会」 

・少子化、高齢化、人口減少が進む地域で、地域コミュニティ

の活性化を検討 

・モデル地区として選定した一色小学校区での取組み   

詳細は未定とのこと 

●「百合が丘地域福祉協議会（名称は不明） 

・健康づくり等主に未病対策らしい 

・地域の福祉団体などにより組織する 

 

●「公共施設再配置計画」 

・町が、公共施設や町有未利用地などを対象に検討する 

●「コミュニティスクール」 

・小学校の運営に地域住民が参加する取組み（文科省） 

ワークショップで検討してきたことを、自主的な提案

グループで「一色小の多世代が集える地域活用グラン

ドデザイン（仮称）」としてまとめる 

・とりあえずこれまでの議論に基づいて４月を目途に 

グランドデザイン案として整理する 

・自主的な提案グループは、地域で「埋もれた」知的

人材活用ネットワーク又はシンクタンクという性格 

・地域の様々な団体、協議会、町民団体役員等に提案

し、共感を広げることにより実現されるように促す 

（「行政に提案する」という要求型では住民の思い、アイデア

は実現しない、のではないか。町民の「共感を広める」「町民

が実現も担う」ことが必要な時代。） 
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